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2013(平成 25)年度 社会福祉法人まどか 事業報告 

 

平成 17 年に創立した本法人は、平成 25 年 9 月に 7 年が経過しました。創立

10周年へ向け飛躍しようとした矢先である 4月に、福山市保健福祉局福祉部福

祉総務課より法人運営の適正化および障害福祉サービス事業指定基準の遵守に

ついて指摘・指導がありました。これを受けて 5 月に管理体制の変更と 6 月に

一部役員の退任という事態となり、9月に役員及び評議員の改選を経て第 5期運

営体制のスタートとなりました。このような中で関係法令の遵守はもちろんの

こと、法人運営の在り方や障がいのある人たちへの支援、地域への啓発・人材

の育成など課題が山積する中で、社会福祉法人としての精神障がいを抱える当

事者とその家族、地域に対して果たすべき役割を再認識しました。 

また、平成 23 年に社会福祉法人会計基準が見直され、平成 27 年度予算まで

に、現在の就労支援会計基準から新会計基準への完全移行が求められています。

本法人においても新会計基準への全移行に向けて関係規程の見直しや草案の作

成に着手、各種研修会への参加や行政担当者との協議を進めました。 

実施事業については、平成 24年度に引き続き事業運営の安定化と当事者の自

立に向けた生活支援・就労支援を実施するとともに、職員の資質向上を目指し

各種研修会への参加・法人職員全体での職員会議定例化を行い、各種地域行事

への参加等による啓発活動に取り組みました。その中で啓発活動はもとより地

域における人材育成の一環でもあり、本法人初めての試みとして福山市医師会

看護専門学校(第一看護学科)指定の「精神看護学臨地実習」の受け入れを実施し

ました。期間中 35名の実習生を受け入れ、実習担当教官との連携を密にとる中

で継続的な受入体制を確立しました。 

就労移行支援事業においては、利用者が持つ力を最大限発揮できるよう個別

対応を図り、利用者の経済的自立を目指して積極的な就労支援活動を展開、就

労実績を着実に積み重ねました。また、他の就労支援機関等との連携を深めつ

つ、新規利用契約者の確保を継続して行いました。経営面においては昨年度よ

り 1,719,000 円増収の 9,548,520 円となりました。 

就労継続支援(B型)事業においては、雇用型福祉サービスへの移行（就労）に

よる利用契約終了や公共交通機関等の環境変化、利用者個々の利用形態の変化

が重なり、利用実績が昨年度と比較して大幅な減少となりました。経営面にお

いては昨年度より 5,220,460円減収の 17,601,240円と厳しい財政状況となりま

した。生産活動については利用実績の減少に伴い生産活動量が減少、生産活動

収入も減収となる中で、より高い収益が望める新規受託作業の開拓も行いまし

た。しかし総支給額が少なくなり、月額平均では昨年度より少ない工賃実績と
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なりました。 

地域活動支援センター(Ⅲ型)事業においては、福山市障がい福祉課からの助言

もあり、利用実態に合わせて事業を開始、当初は 15 名であった定員を 20 名に

増員しました。限られた財源の中で利用者はもちろん地域においても、より価

値ある事業とするため、各種地域行事への参加をはじめ地域交流の拠点となる

よう精力的な活動を継続しました。その一つとして医療機関にて診断を受けて

いない方や障害者手帳を所持されておらず、既存の障害福祉サービス事業の利

用が困難な方を積極的に受け入れ、地域福祉における一つのセーフティネット

としての役割を推進しました。地域活動支援センター(Ⅲ型)事業は福山市内に 3

ヶ所のみが実施するのみとなっており、今後より一層の創意工夫により独自性

を保ちつつ、セーフティネットとしての役割を踏まえ、将来は新事業への転換

も視野に入れていきたいと考えています。 

実施行事については、福山市精神障害者家族会との協働による内海町みかん

狩りを 12 月に実施、平成 24 年度に続き医療機関との交流として、7 月に法人

内行事であるボウリング大会を企画、福山市内の精神科病院デイケアへも参加

を呼び掛けたところ、1名の特別参加があり交流を行なうことができました。ま

た、新規参加も含め他団体が主催する各種イベント（地元町内会夏まつり：7月

および 8月、東日本大震災復興継続支援チャリティバザー：9月、ふれあい福祉

まつり：10月、【新規】RiMガーデンマルシェ：2月）へも啓発活動および生産

活動の一環として積極的に参加しました。 

環境整備については、不用品の整理・処分や什器類の配置換えを行い、老朽

化が顕著であった 1 階すみれ工房作業室のエアコンを広島県共同募金会より助

成を受け、新規に買い換えることで利用者にとって利用しやすくなるよう環境

改善を図り、警備会社との契約により夜間のセキュリティ強化も行いました。

加えて、現在の狭小物件からの事業所移転についても法人の不動産取得を含め

た物件視察や情報収集など不動産業者との協議検討を積極的に行い、不動産取

得および移転に係る課題についての明確化を図りました。 

福山市内においても福祉事業をとりまく情勢も日々変化しており、厳しい経

営状況が続いていますが、利用者の自立と家族の負担軽減を支援することが本

法人設立の趣旨であることを認識し、今後とも経費の節減を図るなかで、職員

の待遇改善、優秀な人材の確保・育成に努めるとともに、利用者の希望に適切

に対応し地域の福祉向上に努めたいと考えています。 

なお、平成 22 年度から認定を受け実施していた職場適応援助者(ジョブコー

チ)事業については、独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構からの要請

もあり 4月から 5月にかけては補完期間として実施、6月以降は人員体制確保が

困難なことから事業を休止しております。 
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実施行事 

実施月 実施行事名 

4月 観桜会 

7月 七夕杯ボウリング大会、三吉町東町内会夏祭り参加 

8月 三吉町中之丁町内会夏祭り参加 

9月 防災訓練、がんばろう備後 東日本大震災復興継続支援チャリティバザー参加 

10月 ふれあい福祉まつり参加 

11月 旭フェスタ出展参加、冬期販売促進事業(11月～12月) 

12月 障害者週間作品展出展参加、内海町みかん狩り、クリスマス会(望年会) 

1月 初詣、防災訓練 

2月 節分行事(手巻き寿司)、RiMガーデンマルシェ販売参加 

通年 産業カウンセラーによるカウンセリング、折り紙教室、体力作り事業 

 

役職員研修 

参加日 研修名 参加人数 

8月 1~2日 防火管理者講習会 職員 1名 

8月 31日 ビジネスマナースキルアップ研修 職員 1名 

9月 11~12日 

10月 16~18日 
広島県相談支援従事者初任者研修 職員 1名 

9月 25~26日 防火管理者講習会 職員 1名 

10月 5日 地域実践のための「精神保健福祉」講座 
役員 2名 

職員 1名 

11月 14日 精神障害者の就業支援 ~雇用から職場定着へ~ 職員 1名 

12月 1日 福山市障がい者地域自立支援協議会 研修会 職員 2名 

12月 13日 就労支援セミナー ~問題解決技法トレーニング研修~ 職員 2名 

2月 6日 就労支援セミナー ~マニュアル作成研修~ 職員 2名 

2月 10日 精神障害者アウトリーチ推進事業研修会 
役員 1名 

職員 1名 

2月 14日 職員基礎研修 職員 1名 

3月 3日 広島県障害者虐待防止・権利擁護研修プログラム 職員 1名 

3月 4日 中国会主催研修会（法人運営・新会計基準について） 職員 3名 

3月 21日 障がい者虐待防止啓発講演会 職員 2名 

 

関係団体との連絡会議等 

連絡会議等 名称 

福山市障がい者地域自立支援協議会 ( 運営会議、就労支援部会、生活支援部会 ) 

福山・府中障害保健福祉圏域障害者就労支援ネットワーク会議 ( 委員会幹事委員会、就労支援

部会、企画研修部会 ) 

一般社団法人 トータルライフサポートふくやま 

福山市障害者(児)施設連絡協議会 

福山市社会福祉施設連絡協議会 
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平成 25 年度 障害福祉サービス事業所すみれ工房 事業報告 

 

利用実績および経営状況について 

 

○ 就労移行支援事業 

 

定員 6 名に対して 62%と 6 割程度の平均利用実績となりました。これは過去 2 年間

の利用実績と比較して約 5 ポイント微増し、昨年度より 1,719,000 円増収の 9,548,520

円となりました。 

主な要因としては、過去 2 年間と比較すると安定して日々通所される利用者が大半

であった事が挙げられます。一方で利用実績が 6 割程度にとどまった要因として、安

定して日々通所される利用者においては一般企業、または雇用型障害福祉サービスへ

早期に就職される傾向があり、利用期間が短期間となってしまったことが挙げられま

す。 

新規利用契約者は 4 名、内訳は当法人の就労継続支援(B 型)事業からの移行が 1 名、

地域活動支援センターからの移行が 2 名、その他関係機関等からの紹介ではハローワ

ーク福山から 1 名となっています。新規利用契約者については例年同様に法人内の事

業からの移行が中心となっており、医療機関および相談支援事業所、就業・生活支援

センター等関係機関からの紹介による利用が少ない状況です。事業の安定的な運営の

為にも法人内の事業からの移行に頼らず、関係機関・団体からの新規利用契約者を獲

得することが課題となっています。 

 

月別の利用登録者および利用者数の推移     (人) 

 契約者 延べ利用者 1 日平均 新規契約者 退所者 

4 月 4 79 3.95   

5 月 4 82 4.10   

6 月 4 71 3.23   

7 月 6 101 4.59 2  

8 月 6 118 5.36   

9 月 6 97 4.85   

10 月 6 106 4.42  2 

11 月 4 59 2.81   

12 月 4 67 3.35 1 1 

1 月 4 58 2.90 1 1 

2 月 4 52 2.74   

3 月 4 53 2.65   

計 55※ 943 3.75 4 4 

昨年度 53※ 826 3.15 5 6 

比較 2 117 0.60 △1 △2 

※ 契約者の計は、各月 1 日現在での利用契約者数の合計 

 

年間延べ利用契約者：8 名、月平均利用契約者：4.58 名 
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○ 就労継続支援(B 型)事業 

 

定員 14 名に対して 58%と 6 割程度の平均利用実績となりました。これは過去 2 年間

の利用実績と比較して 23 ポイントの大幅な減少であり、昨年度より 5,220,460 円減収

の 12,380,780 円と厳しい財政状況となりました。 

主な要因は、福山市郊外への公共交通機関の減少や本人の病状進行による通所困難、

施設利用の目的変化などから 5 名、家庭の事情が 1 名、福山市内に新設された雇用型

福祉サービスへ 1 名と年間で 7 名が退所されました。一方で、9 名の新規利用契約者が

ありましたが、体調等の理由から隔日や週 2 日程度の利用開始が大半であり、一日当た

りの利用実績が伸び悩んだことと、中でも退所された 7 名全体で月平均 13 日程度の通

所であったことが挙げられます。 

新規利用契約者 9 名の内訳は、基幹相談支援センター『クローバー』からの紹介が 2

名、行政窓口からの紹介が 1 名、東部地域障害者就業・生活支援センターからの紹介が

1 名、事業所一覧やリーフレットを見ての電話相談が 4 名、医療機関からの依頼が 1 名

となっています。新規利用契約者については、支援機関からの紹介と行政が配布してい

る事業所一覧や法人リーフレット等の広報資料を参考にされての相談が中心になって

います。医療機関からの紹介については非常に少ない状況です。障害者総合支援法施行

以来、すべての障がい者を対象としたサービス提供が求められる中、主たる対象を精神

障がい者とする当事業所として、医療機関との連携強化はもちろんのこと、優秀な人材

の確保や職員の資質向上により一層努め、魅力ある事業所作りをしていきます。 

 

月別の利用登録者および利用者数の推移     (人) 

 契約者 延べ利用者 1 日平均 新規契約者 退所者 

4 月 16 193 9.65   

5 月 18 213 10.65 2  

6 月 19 185 8.41 1  

7 月 18 172 7.82  2 

8 月 17 157 7.14 1  

9 月 17 141 7.05   

10 月 18 156 6.50 1 1 

11 月 18 174 8.29 1 1 

12 月 18 183 9.15 1 1 

1 月 18 143 7.15 1 1 

2 月 18 148 7.79 1 1 

3 月 18 152 7.60   

計 203※ 2,017 8.10 9 7 

昨年度 250※ 2,938 11.37 4 4 

比較 △47 △921 △3.27 5 3 

※ 契約者の計は、各月 1 日現在での利用契約者数の合計 

 

年間延べ利用契約者：25 名、月平均利用契約者：17.08 名 
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就労支援および就労実績、生産活動について 

 

 

○就労移行支援事業 

 

平成 24 年度までと同様に作業訓練を中心に個別対応による履歴書作成支援や模擬

面接の実施、ハローワーク福山および東部地域障害者就業・生活支援センターとの連

携による企業訪問・面接等への同行にて就労支援を実施、昨年度と同様 3 名の就労実

績となりました。 

しかし、今年度は福山市内において就労継続支援(A 型)事業が多数新設されたことも

あり、一般企業へのステップや現在の体調で即時可能と考えられる就職先として就労

継続支援(A 型)事業を希望される利用者が増えています。一般企業での就労が可能と考

えられる利用者においても、就労継続支援(A 型)事業への移行という形での就労となっ

ています。このような中で、雇用型福祉サービスへの移行を安易に就労先として考え

ることなく、就労を希望される利用者が一人でも多く一般企業への就労に繋がるよう、

支援員個々の意識や技術の向上はもちろんのこと、改めて就労移行支援事業所の存在

意義が問われていると捉えています。 

また、支援方法については個別対応とすることで利用者個々の特性に合わせた対応

が可能な一方、就労移行支援事業所の魅力的なプログラムとして対外的に広報可能な

要素が限定的となっています。結果として、関係機関に対して当事業所を利用するこ

とでのメリットや魅力等の発信が不十分となっており、福山市内だけでも 12 事業所が

活動する中で、支援方法や個別プログラムなど当事業所の魅力についての見直しが課

題となっています。 

 

○ 就労継続支援(B 型)事業 

 

生産活動として施設内外の作業科目に継続して取り組む一方、地域におけるイベン

トに対し地域啓発を含め法人全体として取り組み工賃の向上を図りました。このよう

な中で、生産活動による収益を高めるため作業工程の見直しと、新規受託作業の開拓

を行ない利用者工賃の向上を図りました。 

しかし、短時間利用者が増加したことによる生産活動量減少に伴う減収に加え、派

遣実習先として連携・協力を頂いていた福山市精神障害者家族会の運営する『ふれあ

い喫茶』が平成 25 年 3 月末で派遣利用者不足から閉店したことによる減収も重なり、

総支給額で昨年度より 507,555 円少ない 889,577 円となり、月額平均でも昨年度より

1,803 円少ない 5,113 円の工賃実績となりました。 

このような中、魅力ある事業所作りとして自主製品の企画・開発も視野に今以上の

生産活動収入が得られる新規作業科目の開拓を行なっていくことが課題となっていま

す。また、小規模多機能型として受託作業を就労移行支援事業と連携して行っている

中で、受託作業の契約内容を含め事業間での受託割合や収益の分配方法の見直しも行

っていく必要があると考えています。 
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平成 25 年度 地域活動支援センターとまり木 事業報告 

 

利用実績および経営状況について 

 

利用実績について 

定員 20 名に対して 4 割程度の平均利用実績となっております。これは過去 2 年間の

利用実績と比較してほぼ横ばい状態であります。 

要因として以下の点があげられます。 

 前年度まで利用実績のほとんどない利用者が引き続ぎ利用登録を続けており実

績率を引き下げている。（利用できていない登録者は年度初に本人、ご家族へ登

録の継続の有無を確認したところ「通所はできていないが登録だけはしておいて

ほしい。」との意思があり継続した登録を行っている。） 

 

 生活支援の観点から毎日の利用（通所）が困難で月 1 回、週 1 回の利用（通所）

しかできていない利用者が少なからず存在する。 

※以上の原因により現在の利用率になっているが「セーフティネット」の立場から

利用実績の無い（少ない）利用者に対してセンターから積極的な退所勧告は行わな

い方針でいます。 

 

今後の展開 

「地域活動支援センター事業」として、自立した日常生活、又は地域生活を営むことが

できるよう創作活動や経済活動の機会を提供します。、また、社会参加の促進に一層創意

工夫しながら成果を出すよう努めると共に、新事業への転換も視野にいれ「とまり木」

としての独自性を作りだしていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 



平成 26年 4月 1日 

 

利用実績 

 

利用者の定員  20 人 

（うち身体障害者 2 人，知的障害者 3 人，精神障害者 15 人，障害児 0 人） 

 

 

各月の事業実施日数及び利用者数等 

 

月 事業実施日数 在籍者数 (各月１日現在 ) 各月の平均利用者数  新規利者数 利用休止・中止者数 

4 23 日 31 人 13.2 人（43％） 4 人 0 人 

5 24 日 35 人 12.9 人（37％） 0 人 0 人 

6 22 日 35 人 14.2 人（41％） 0 人 1 人 

7 22 日 34 人 14.2 人（42％） 0 人 2 人 

8 22 日 32 人 12.5 人（39％） 0 人 0 人 

9 21 日 32 人 13.5 人（42％） 0 人 0.人 

10 23 日 32 人 13.0 人（41％） 0 人 0 人 

11 22 日 32 人 12.6 人（39％） 0 人 1 人 

12 20 日 31 人 11.8 人（38％） 0 人 2 人 

1 20 日 29 人 11.8 人（41％） 1 人 1 人 

2 19 日 29 人 11.1 人（38％） 1 人 1 人 

3 20 日 29 人 11.7 人（40％） 1 人 0 人 

計 258 日   7 人 8 人 

 

 

 

年度内行事 

 

1. 体力作り事業【健康・地域交流】原則：毎月第４土曜日（福山市障害者体育センター） 

2. 「折紙教室」（高橋敏子氏）【創作活動・地域交流】原則：毎月第３土曜日 

3. 「調理実習」原則：隔月１回（とまり木にて） 

4. 地域清掃活動への取組【地域交流・地域貢献】 

施設周辺の公共施設・近隣の公園等（随時） 

5. その他、当事者・家族支援事業として相応と考えられる事業（節分：２月・雛祭：３月・

野外スポーツレクレーション・旭フェスタ（旭町内会文化祭）：11 月・新年交流会事業：

１～２月）のほか、週末・月末通所日の活性化に資する啓発（活動・支援・学習） 

 


